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1．失業率は 2 ヵ月連続で改善 

総務省が 10 月 1 日に公表した労働力調査によると、8月の完全失業率は前月から 0.1 ポイント低

下し 5.1％となった（ロイター集計事前予想：5.2％、当社予想は 5.1％）。失業率は 3 月以降 4 ヵ

月連続で上昇した後、7 月、8月と 2ヵ月連続で低下した。 

 

雇用者数は前年に比べ 2 万人減（7 月：同 3 万人増）と 2 ヵ月ぶりの減少となったが、季節調整

済値で見ると 3ヵ月で増加した。 
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（％）完全失業率と失業者増減の内訳（前年差、万人）

（注）非自発的離職は定年又は雇用契約の満了＋勤め先都合

（資料）総務省統計局「労働力調査」

完全失業率（右目盛）

（年・月）

失業者計

失業者数は 337 万人、前年に比べ 24

万人の減少となり、3 ヵ月連続で前年の

水準を下回った。失業者の内訳を求職理

由別に見ると、非自発的な離職による者

が前年に比べ 25 万人の減少（うち勤め先

都合が 19 万人減）、自己都合による者が

1 万人の減少となっている。失業者数が

減少していることに加え、失業の中身も

深刻度は若干緩和されている。 

 

▲160

▲140

▲120

▲100

▲80

▲60

▲40

▲20

0

20

40

60

80

0801 0804 0807 0810 0901 0904 0907 0910 1001 1004 1007

製造業 建設業 卸売・小売業 医療・福祉 職業紹介・労働者派遣業 その他

産業別・雇用者数の推移（前年差、万人）

（年・月）（資料）総務省統計局「労働力調査」
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雇用者数の内訳を産業別に見ると、製造業の雇用者数は前年に比べ▲6万人減（7 月：▲8 万人減）

と 19 ヵ月連続で減少した。減少幅はピーク時（09 年 8 月の▲106 万人減）に比べると大きく縮小

しているが、鉱工業生産がここにきて足踏み状態となっているため、製造業の雇用が増加に転じる
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までにはまだ時間がかかるだろう。また、公共工事削減の影響などから建設業が前年に比べ▲28

万人減と 7ヵ月連続で減少し、7月の同▲15 万人減から減少幅が拡大した。一方、医療・福祉は前

年に比べ 23 万人の増加（7月：同 11 万人増）となり、引き続き雇用の下支え役となっている。 

従業員規模別には、30 人以上の規模では全て増加したが、1～29 人の中小企業の雇用者数は前年

に比べ▲55 万人の減少と 6 ヵ月連続で減少した。減少幅は 7 月の同▲29 万人から大きく拡大して

おり、明るさが見え始めた大企業に比べ中小企業では依然厳しい状況が続いている。 

 

 

２．有効求人倍率は緩やかな改善が続く 

厚生労働省が 10 月 1 日に公表した一般職業紹介状況によると、8 月の有効求人倍率は前月から

0.01 ポイント上昇し 0.54 倍となった(ロイター集計事前予想：0.54 倍、当社予想も 0.54 倍)。 

有効求職者数が前月比 0.3％と小幅

ながら 6 ヵ月ぶりに増加したが、有効

求人数が前月比 1.7％と 4 ヵ月連続で

増加した。有効求人倍率の水準は依然

として低いものの、労働需給は緩やか

な改善が続いている。 
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（倍）

ただし、日銀短観 9 月調査で見られ

たように、企業は景気の先行きに対し

て非常に慎重な見方をしているため、

雇用を積極的に拡大するような局面は

当分先になるものと思われる。 

 

 

（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報提供が

目的であり、記載の意見や予測は、いかなる契約の締結や解約を勧誘するものではありません。 


